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～「婚活」も見据える「混活」まちづくりの実践～

▼研究の概要（背景・目標）
山田町では新たな総合計画策定に向け

て役場若手有志が中心になり学習・議論
してきた結果、「仕事づくり」「移住促
進」「婚姻率の向上」の３テーマが抽出
され、その具体的方法の一つに「婚活」
があげられた。しかし単なる婚活ではな
く、真の山田町まちづくりの今後の持続
展開に向けては、様々な交流を活かし育
むことが大事だとの認識のもと、本研究
においては「混活」（地域内外の多様な
人々が混じり合う仕組みとその効果促進
）の概念提起のもと幾つかの視点から活
動を行った。今年度研究においては高校
生に焦点を当てた自主的な地域・政策活
動、また町を舞台とテーマにした大学生
と行政職員による交流・触発の場を試み
た。今後、地域内外・男女・各世代の交
流実践のもとその効果・検証とともに持
続展開する活動のもと新たなまちづくり
に向かう。

庁内若手有志により整理・分析した仕事、移住、婚姻率の３柱を活動
指標とした（下図）。今回その中から「高校生・大学生の就業・進学」
（仕事創出）「町の魅力確認」「みんなの生活ケース」（移住の促進）
「出会いの場の調査」（婚姻率の増加）（図中赤枠）に関する情報収
集・分析を目的に、山田高校生の思いや考え、大学生による地域体験、
大学生と庁内職員のワークショップ等を行った。

▼研究の内容（方法・経過）

創立100周年が近い伝統ある山田高校だが、高校生も

様々な思いがあることが分かった。

＜入学理由＞単純に「家が近いから」もあるが、通学

交通費など経済性、自身の自由な時間を確保など冷静

な面もある。山田高校「ボート部」の存在は大きい。

＜山田高校の魅力＞「海の運動会」など海岸を持つ本

町の魅力、内陸高校との交流も評価､期待される。

• ＜課題＞高校の魅力不足、情報不足などの指摘も。

洋式トイレの要望など、施設整備や情報発信は課題。

• 山田高校への愛着は強い。伝統のもと地元を離れる

人にも応援してもらえる親しみやすい高校の期待。町

教育委員会の協働で津波碑説明パネルも設置された。

町の魅力や災害含めて様々な歴史を高校生が活動しな

がら現代･未来に成果を残していく活動も重要である。

▼山田高校生の思い・アイディア ▼大学生による町の魅力体験・評価
町外若者（大学生）からの資源評価、同時に混活の一

コマとして町役場職員と大学生との交流を行った。まず

大学を会場にして役場職員と大学生との交流のもと町に

対する印象、体験してみたい事、知りたいことを出し合
った。そのもと山田町を大学生が訪問し各種体験を行
った。マリンスポーツをはじめ各観光スポット、神社
等歴史的要素、料理等と共に、大学生にとっては東日
本大震災後の復興整備の様子も印象に残ったようだ。

各交流・体験のもと学生と役場職員による町政策・事業

提案と共にその優先順位等が検討された。短期間だった

が有効提案が生まれ、その具現化活動が期待される。

▼学生・町職員とのＷＳ、政策創造

若者（大学生）

と町職員が思考

を触発し合い相

互が多面的に学

び合うよい関係

だった。

多くの方に大変お世話になり感謝したい。同時にこの
経験を町のこれからに活かしたい。今回始まったばかり
の混活まちづくりの今後の持続展開へさらに向かう。

▼おわりに


